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ADOカーソル

いまさらADOカーソルと思われ

るかもしれない。しかし、VB6.0や

VBA、ASPといった非.NETなアプ

リケーションはまだまだ広く利用

されている。また、カーソルを詳し

く解説した文献は少なく、ヘルプ

（MSDN Library）の説明もわかり

づらい。特にパフォーマンスに関す

る記述は少なく、それゆえカーソル

の特性を理解せずに利用して、パ

フォーマンスの悪いアプリケーショ

ンを作ってしまうというケースは多

い。

また、ADO.NET 1.x（.NET Fra

mework 1.x）からは、カーソルがサ

ポートされなくなったが、それはパ

フォーマンス上の理由からだと言

われている。そこで今回は、ADO

カーソル（特にサーバーカーソル）

にスポットを当て、パフォーマンス

の観点から内部動作を詳しく説明

していく。

ADOカーソルの
種類

ADOカーソルには表1の5種類が

ある。結論から言うと、adOpen

ForwardOnly（前方スクロールカ

ーソル）か、adUseClient（クライ

アントカーソル）のどちらかを利用

すればよい。ADO.NET 1.xでは、

DataReaderとDataSetという機能

が提供されるが、前者はadOpen

ForwardOnlyの動作とほぼ等しく、

後者はadUseClientの考え方とほと

んど同じである。このことからも残

りのサーバーカーソル機能が不要

なことがおわかりいただけるのでは

ないだろうか。正確には、ここ数年

のクライアントPCの著しい性能向

上（特にメモリサイズ）のおかげ

で、サーバーカーソルを利用すべき
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場面が減ったというのが正しい（詳しくは後述）。

以降では、それぞれのカーソルの特徴をパフォーマン

スの観点から説明していく。機能的な比較とロックに関

する話は次回説明する予定である。

✸前方スクロールカーソル

adOpenForwardOnly（前方スクロールカーソル、デ

フォルト）は、サーバーカーソルに分類されるが、正確

にはサーバーカーソルではない。サーバーカーソルは、

SQL Server上に作成されるカーソルを指すが、adOpen

ForwardOnlyではカーソルは作成されない。内部的には

通常のSELECT文を処理するのと同じように（クエリア

ナライザからSELECT文を実行したときと同じように）

処理される。

このため、テーブルスキャンやレンジ（範囲）スキャ

ンで結果セットを取得する場合は、通常のSELECT文の

場合と同様、先行読み取り（Read Ahead）機能が効果

的に働く。また、adOpenForwardOnlyでは、図1のよう

に複数行をまとめてクライアントへ転送するためパフォ

ーマンスがよい。具体的なパフォーマンス比較は後述す
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表1：ADOカーソルの種類

CursorLocation

adUseServer
サーバーカーソル

adUseClient
クライアントカーソル

CursorType

adOpenForwardOnly
前方スクロールカーソル

adOpenStatic
静的カーソル

adOpenKeyset
キーセットカーソル

adOpenDynamic
動的カーソル

指定不要
（adOpenStatic のみ）

説明

デフォルト。正確にはサーバーカーソルではない。先行読み取り（Read Ahead）
と複数行まとめてのデータ転送が行なわれるため、高速なデータ取得が可能。
ADO.NET 1.0でのDataReader機能とほぼ同じ

SQL Server上に静的（Static）カーソルが作成される。SELECT時の結果セッ
トが丸ごとtempdbデータベース内に作成される。
ADO.NET 1.0では該当機能なし

SQL Server上にキーセット（Keyset）カーソルが作成される。SELECT時の
結果セットのうち、キー列（通常は主キー列）の値がtempdbデータベース内
に作成される。
ADO.NET 1.0では該当機能なし

SQL Server上に動的（Dynamic）カーソルが作成される。カーソルはカレン
ト行を管理するために作られ、データの取得（Fetch）は実テーブルから行な
われる。
ADO.NET 1.0では該当機能なし

ADODCとData Environmentデザイナのデフォルト。SELECT時の結果セッ
トが丸ごとクライアントへコピーされ、クライアントのメモリ内に保持される。
SQL Server上での内部処理はadOpenForwardOnly の場合と同等。
ADO.NET 1.0でのDataSet機能と考え方は同じ

クライアント SQL Server

データベース

t1テーブル

クライアントのメモリ

SELECT実行

複数行まとめて転送

一定量ごとに
複数行まとめて転送

次の行の取得（Fetch）時は
SQL Serverへの
アクセスは不要！

Set rs = New ADODB.Recordset
rs.CursorLocation = adUseServer
rs.CursorType = adOpenForwardOnly
rs.Open "SELECT a,b,e FROM t1", cn

 a b e

 1 888 18

 2 77 19

 3 3333 10

 a  b  c  d  e 

 1 888 ･･ ･･ 18 ･･

 2 77 ･･ ･･ 19 ･･

 3 3333 ･･ ･･ 10 ･･

 ･･ ･･ ･･ ･･ ･･ ･･

 ･･ ･･ ･･ ･･ ･･ ･･

4
5

3

1

2

n

図1：adOpenForwardOnly（前方スクロール）の内部動作




